
 

 

一つ一つ将来を見据えたねらいがあります  

校長 荒井 令子 

 

 今年の運動会は、雨の影響で土曜日から日曜日に変更しての開催になりました。当日は、運動会

日和に恵まれ、子供たちの本気で練習してきた成果を発表することができました。地域・保護者の

皆様には、子供たちの演技や競技に対する応援とともに、様々な面で御理解と御協力をいただき、

誠に有り難うございました。 

運動会は全校児童・保護者・地域の方々が一堂に会する大切な学校行事ととらえ、力を入れて取

り組んできました。そして、子供たちは自分の可能性を信じて、昨日よりは今日、今日よりは明日

と、一歩ずつ自分の目標に向かって練習を重ね、当日は 100％以上の力を発揮することができました。

子供たちの表情から、やり切ったという満足感や達成感を感じ取ることができました。この成功体

験を自信として、次の目標に向かってチャレンジしてほしいと願います。 

 

講話作文の取組のねらいは （後期から1年生も始めます） 

 全校朝会時の講話を聞いて、月曜日の 1時間目に、講話作文を書いています。1年生は後期から書

き始めます。１・2 年生は 120 文字、３・４年生は 126 文字と今週の俳句、５・6 年生は 160 文字

と今週の俳句の用紙に、講話の内容と自分の感想や考え等を書きます。全校朝会後に講話作文を書

く活動があることを子供たちは分かっているので、自ずと聞き方も、「話の内容は・・・。要するに・・・。

自分だったどうする・・・。」など、自分の頭で主体的に考えながら聞くようになります。そして、

限られた字数内で頭の中で考えたことを文字で表現します。そういった技術を 1 年生の時から鍛え

ていることが、本校の学力向上（書く力）に繋がっていると考えています。 

 2020年度から小学校学習指導要領、2021年度から中学校学習指導要領、2022年度から高等学校

学習指導要領が完全実施されます。併せて、2020年度から、大学入試が大きく変わり、120字程度

の記述問題が出題されるようです。限られた字数で考えをまとめることは難しいことであり、一朝

一夕には身に付かないものです。どのようにアウトプットするかが問われるこれからの時代には、

小学生のころからの書く力の蓄積が重要と考えます。子供たちの先を見据えた、講話作文の作品を

各学級の廊下に、学級の代表作品を昇降口の掲示板に掲示してありますので、改めて御覧ください。 

 

お知らせ 

〇時間講師 伊原 知惠子教諭が 10月末に退職します。それに伴って、11月より、5年生の書写・

家庭科を、時間講師 平林 一美教諭が担当します。 

〇11月 18日（月）より、池垣 歩佳養護教諭から 産休代替養護教諭 高田 るり子教諭へ交代し

ます。 
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教育目標  ○思いやりのある子  ○深く考える子  ○たくましい子 



 

 運動会 

体育主任  川村 準 

 保護者や地域の方々に見守られ、１０月２０日（日）に運動会を開催することができました。運動するに

はちょうどよい気温の中、大きな事故やけががなく運動会を実施することができ、何よりでした。 

今年の運動会でも、ＰＴＡ本部やおやじの会の方々に大変お世話になりました。何か気付いたことがある

とすぐに対応してくださいました。私が気付かないところでもたくさん助けられていると思います。改めて

感謝申し上げます。 

運動会に向けて、どの学年の子供たちも一生懸命、そして楽しんで練習に取り組んでいました。教室や職

員室の窓から校庭をのぞくと、日に日に上達していく児童の姿を見ることができ、感動を覚えました。当日

の子供たちの一生懸命な姿と楽しく取り組む姿には、心にぐっとくる場面が多かったです。 

たくさんの方に参観していただき、声援をいただきました。子供たちは声援を受けて、いつも以上の力を

発揮していたと思います。閉会式で勝ち負けが決まったとき、負けた白組が残念そうにしながらも、笑顔も

多く見られたのは、悔しさよりも達成感があったのではないかと嬉しく感じました。 

今回の運動会で子供たちは一回り成長したと思います。子供たちの頑張りを温かく見守り、たくさんの御

協力と御声援をいただきましてありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月の生活目標  感謝の気持ちを育てよう              
生活指導主任 菅野 拓郎  

 私たちは、家の人・地域の人・学校の先生や管理員さん・友達など多くの人とかかわり合いながら、支え合

いながら生活しています。他の人とかかわることで、優しい気持ちに触れたり、励まされたりと、心がどんど

ん成長していきます。日々の学校生活の中で、友達と一緒に生活できる喜びを感じ、素敵な出会いに感謝し、

一日一日を大切に生活してほしいと思います。 

就学時健康診断 

養護教諭 池垣 歩佳 
 １０月２４日（木）、来年度入学予定の未就学児を対象に、就学時健康診断を行いました。 

 受診者は全部で５７名。校内の教室を使用し、様々な検診や検査を受けます。５年生の児童には、それぞ

れの場所での誘導、人数のチェック、未就学児の引率など係の仕事をしてもらいました。来年、自分たちが

６年生になった時に１年生で入学してくる子たちと触れ合いながら、優しく声掛けをする姿はとても頼もし

かったです。 

 「来年は、この子たちのお世話をするんだね。」「小さい子にも分 

かるように、説明の練習がしたいから見てて！」という話をしたり、 

クイズや手遊びをして未就学児が待っている時間に退屈しないよう 

に対応したりする５年生。挨拶も忘れずにきちんと自分の仕事に責 

任をもち、係の仕事をしてくれたおかげで、スムーズに進めること 

ができました。様々な場面で成長していく５年生の子供たちにこれ 

からも期待しています。 


